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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和3年11月11日(2021.11.11)

【公表番号】特表2018-537268(P2018-537268A)
【公表日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-517553(P2018-517553)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/80     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/035    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   29/80     ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２２２　
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/10     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｃ
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｑ
   Ｆ０１Ｎ    3/035    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年9月16日(2021.9.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディーゼルエンジンからの排気ガスを処理するためのＮＯｘ吸収体触媒であって、
　モレキュラーシーブ触媒を含む第１のＮＯｘ吸収体材料であって、モレキュラーシーブ
触媒が貴金属と小細孔モレキュラーシーブとを含み、小細孔モレキュラーシーブが貴金属
を含有する、ＮＯｘ吸収体材料；
　セリウムの酸化物に担持されたパラジウム（Ｐｄ）を含む第２のＮＯｘ吸収体材料；及
び
　入口端と出口端とを有する基材
を含むＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項２】
　貴金属がパラジウムを含む、請求項１に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項３】
　小細孔モレキュラーシーブがアルミノシリケート骨格、アルミノホスフェート骨格又は
シリコ－アルミノホスフェート骨格を有する、請求項１又は請求項２に記載のＮＯｘ吸収
体触媒。
【請求項４】
　小細孔モレキュラーシーブが、ＡＣＯ、ＡＥＩ、ＡＥＮ、ＡＦＮ、ＡＦＴ、ＡＦＸ、Ａ
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ＮＡ、ＡＰＣ、ＡＰＤ、ＡＴＴ、ＣＤＯ、ＣＨＡ、ＤＤＲ、ＤＦＴ、ＥＡＢ、ＥＤＩ、Ｅ
ＰＩ、ＥＲＩ、ＧＩＳ、ＧＯＯ、ＩＨＷ、ＩＴＥ、ＩＴＷ、ＬＥＶ、ＫＦＩ、ＭＥＲ、Ｍ
ＯＮ、ＮＳＩ、ＯＷＥ、ＰＡＵ、ＰＨＩ、ＲＨＯ、ＲＴＨ、ＳＡＴ、ＳＡＶ、ＳＩＶ、Ｔ
ＨＯ、ＴＳＣ、ＵＥＩ、ＵＦＩ、ＶＮＩ、ＹＵＧ、ＺＯＮ、及びこれらのいずれか２つ以
上の混合物又は連晶からなる群より選択される骨格型を有する、請求項１から３のいずれ
か一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項５】
　小細孔モレキュラーシーブがＡＥＩ又はＣＨＡである骨格型を有する、請求項４に記載
のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項６】
　小細孔モレキュラーシーブが、アルミノシリケート骨格を有し、１０から２００のシリ
カのアルミナに対するモル比を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸
収体触媒。
【請求項７】
　セリウムの酸化物がセリア（ＣｅＯ２）であるか、又はセリアと、アルミニウム及びジ
ルコニアから選択される第２の酸化物との混合若しくは複合酸化物である、請求項１から
６のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項８】
　セリウムの酸化物にドーパントがドープされ、ドーパントが、タングステン（Ｗ）、ケ
イ素（Ｓｉ）、チタン（Ｔｉ）、ランタン（Ｌａ）、プラセオジム（Ｐｒ）、ハフニウム
（Ｈｆ）、イットリウム（Ｙ）、イッテルビウム（Ｙｂ）、サマリウム（Ｓｍ）、ネオジ
ム（Ｎｄ）、及びこれらの２種以上の組み合わせからなる群より選択される元素又はその
酸化物である、請求項１から７のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項９】
　パラジウム（Ｐｄ）の濃度が、セリウムの酸化物の濃度の２重量％以下である、請求項
１から８のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１０】
　第１のＮＯｘ吸収体材料と第２のＮＯｘ吸収体材料との混合物を含む、請求項１から９
のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１１】
　ＮＯｘ吸収体触媒が第１のゾーンと第２のゾーンとを含み、第１のゾーンが第１のＮＯ

ｘ吸収体材料を含み、第２のゾーンが第２のＮＯｘ吸収体材料を含む、請求項１から９の
いずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１２】
　第１のゾーンが第２のゾーンの上流に配置されるか、又は第１のゾーンが第２のゾーン
の下流に配置される請求項１１に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１３】
　第１の領域と第２の領域とを含み、第１の領域が第１のＮＯｘ吸収体材料を含み、第２
の領域が第２のＮＯｘ吸収体材料を含み、かつ、第１の領域が第２の領域と重なるか又は
第２の領域が第１の領域と重なる、請求項１から９のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体
触媒。
【請求項１４】
　第１の層と第２の層とを含み、第１の層が第１のＮＯｘ吸収体材料を含み、第２の層が
第２のＮＯｘ吸収体材料を含み、かつ、第１の層が第２の層の上に配置されるか又は第２
の層が第１の層の上に配置される、請求項１から９のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体
触媒。
【請求項１５】
　ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）領域をさらに含む、請求項１から１４のいずれか一項に
記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１６】
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　基材がフロースルーモノリス又はフィルターモノリスである、請求項１から１５のいず
れか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒とエミッションコントロー
ルデバイスとを備える排気システム。
【請求項１８】
　エミッションコントロールデバイスが、ディーゼル微粒子フィルター（ＤＰＦ）、リー
ンＮＯｘトラップ（ＬＮＴ）、リーンＮＯｘ触媒（ＬＮＣ）、選択的触媒還元（ＳＣＲ）
触媒、ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）、触媒化スートフィルター（ＣＳＦ）、選択的触媒
還元フィルター（ＳＣＲＦＴＭ）触媒、アンモニアスリップ触媒（ＡＳＣ）及びこれらの
２種以上の組み合わせからなる群より選択されるエミッションコントロールデバイスから
なる群より選択される、請求項１７に記載の排気システム。
【請求項１９】
　リーンバーンエンジンと、請求項１から１６のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒
又は請求項１７又は１８に記載の排気システムとを備える車両。
【請求項２０】
　リーンバーンエンジンが、≦５０ｐｐｍの硫黄を含むディーゼル燃料で作動するように
構成されている、請求項１９に記載の車両。
【請求項２１】
　リーンバーンエンジンからの排気ガスを処理する方法であって、排気ガスを請求項１か
ら１６のいずれか一項に記載のＮＯｘ吸収体触媒と接触させること、又は排気ガスを請求
項１７又は請求項１８に記載の排気システムに通過させることを含む、方法。
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